
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

やまちゃん通信 
～第１３号～ 

２０１４年７月 

■■■この「やまちゃん通信」は、私と何かのご縁があったかたにのみ、差し上げている通信誌です。■■■ 

 

“ゆとり”と“やすらぎ”のガーデンづくりでＮｏ．１を目指します！(株)山翠園  電話：０７７２－６８－０７０７ 

◆２００名もの方々にお越しいただきました！◆ 

こんにちは！いつも大変お世話になっております。山翠園代表の山本昌利です。

やまちゃん通信第１３号をお送りいたします。よろしくお願いいたします。 

さて、５月２５日（日）弊社敷地内にて創業３０周年の大感謝祭を開催させていた

だきました！この大感謝祭に向けて、事前に和風庭園 

をバラ園に変更したり、ピザ釜を作り直したり 

植木を増やしたり、カーポートを新しくしたりしました！ 

当日は天候にも恵まれまして、これまで私たちが 

お仕事をさせていただいた方々の中からなんと 

２００名もの方々にお越しいただくことができました。どうも有り難うございます！ 

当日、大人１００円、こども５０円で入場ができ、会場では焼きそば、焼き鳥、   

うどん、ピザ、わたがし などのお食事を提供させていただきました。お子さんにも楽

しんでいただけるように、輪投げやスーパーボールすくい、クラフト教室。そして、豪

華景品の当たるビンゴゲームも実施いたしました！（予想通りビンゴゲームが一番

盛り上がりました（笑）） 当たらなかった方は、ごめんなさい m(_ _)m 

また今回は、３０周年の大感謝祭ということもありまして、私が大変お世話になっ

ている方のご紹介で、２０１２年に「手作り楽器アイデアコンテスト」の大賞を受賞さ

れた梅原生一先生をお迎えいたしました。当日は先生に演奏をしていただいた上手

作り楽器の教室をひらいていただきました。お子さんたちに大変好評でした。 

今回、２００名もの方々にお越しいただき、お一人お一人とじっくり時間を取っての 

お話ができず、そこだけが心残りではありますが

たくさんのお客様の笑顔を見ることができまして、

大感謝際を開催して本当によかったなぁと思いま

した。これから益々頑張ります。どうも有り難う 

ございました！ 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■やまちゃん通信ご不要の方は、お手数ですがお名前を書いてそのままＦＡＸして頂くか、お電話にてお申し付けください。■ 

 

 

山本 昌利 

【発行者プロフィール】  

“ゆとり”と“やすらぎ”のガーデンづくりでＮｏ．１を目指す社長 

 山本 昌利（やまもと まさとし） 

◆生年月日：昭和３３年３月２４日生まれ ◆出身地：京丹後市大宮町 

◆趣味：国内で食べ物がおいしいところへの旅行（主に熊本、長野） 

◆家族構成：母、妻、娘３人 ◆好きな食べ物：地鶏、魚、たまご焼き 

【発行元】  

“ゆとり”と“やすらぎ”のガーデンづくりでＮｏ．１を目指します！(株)山翠園 

〒６２９－２５０２ 京都府京丹後市大宮町河辺３７１５－１  

ＴＥＬ：０７７２－６８－０７０７（８：００～１７：００） ＦＡＸ：０７７２－６８－０８２１ 

◆やまちゃんおすすめのコーナー◆ 

ワインとパスタが美味しい「アメイロ ビストロ アルル」さん 

このコーナーでは、私山本がここはいいなと思ったお店などをご紹介させていた

だきます。今回ご紹介させていただくのは、舞鶴市にあります「アメイロ ビストロ  

アルル」さんというお店です。 

こちらのお店はワインとパスタがとても美味しく、また、その店内はマスターのこだ

わりもあってとってもおしゃれです。 

私はランチの時間に行きましてぷりぷりエビのトマトクリームパスタをいただきまし

たが、とっても美味しかったです。料理を食べていただきたいのはもちろん、おしゃ

れな店内も一見の価値ありですので、是非一度行ってみてください！ 

■「アメイロ ビストロ アルル」さん 

電話：0773-76-6661 

住所：舞鶴市魚屋 252-2 

※おすすめのお店がありましたら、 

是非、紹介してくださいね！ 

◆発行者コラム◆ 

最後までお読みいただき、どうも有難うございます！ 

大感謝際の入場料として集まりましたお金は全額寄付させ

ていただきました。京都新聞さんに掲載されたものを添付

いたします。どうも有り難うございました！山本昌利 


